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・陸上交通：豊臣秀吉の天下統一の過程で整備が始まる。

これを江戸幕府が引継ぎ、江戸、京都、大坂の三都と

各地の城下町をつなぐ全国的な街道が完成した。

・五街道：東海道・中山道・甲州道中・日光道中・奥州道中

江戸日本橋を起点として、街道は道中奉行が管理した。

・脇街道：伊勢街道・北国街道・中国街道・長崎街道
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・宿駅(しゅくえき)：街道が通る城下町の中心地におかれた。

それ以外の宿駅は小都市（宿場町）として地域流通の要となる。

・宿駅には問屋場がおかれ、問屋・年寄・長付などの宿役人が

伝馬役の差配、公用の書状や荷物の継送り（継飛脚）にあたる

やがて本陣、脇本陣、旅籠屋、木賃宿などの宿泊施設が整備

された。

・東海道の宿は、品川～大津間に53宿、 大津～大坂間に４宿

・中山道には板橋～森山間に67宿があった。
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・一里塚：約4キロごとに設置された道標

・関所： 東海道の箱根・新居、中山道の碓井、木曽福島
甲州道中の小仏、日光道中・奥州道中の栗橋

・関所手形持参が義務 「入り鉄砲に出女」を特に厳しく取り締まる。

・伝馬役(てんまやく)：幕府や大名の御用通行のために、使用され
た人馬を、無料あるいは通常の半額程度の賃銭で徴発し、宿駅
の町人や百姓が負担した。
17世紀中ごろから、東海道各宿駅100人・100疋、中山道では
50人・50疋、甲州、日光、奥州道中では25人・25疋を常備した。
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 この資料は学校教材専用です。

 ここでは御覧いただけません。
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・『静岡県史通史編３ 近世一』

第二章 徳川政権の成立と駿遠豆

第四節 東海道二十二宿の成立 142頁～164頁

第四章 交通制度の整備と藩政の展開

第一節 宿駅制度の確立 423頁～453頁

・ 『図説静岡県史 静岡県史別編３』

第4章 近世

７．東西の道 東海道 136頁～139頁

12.大名と参勤交代 148頁

14.箱根の関と新居の関 152頁・153頁

15.越すに越されぬ 154頁・155頁
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・慶長六年正月 見付宿宛の徳川家伝馬朱印状 磐田市教育委員会
・左富士 歌川広重 東海道五十三次 吉原 静岡県立美術館
・問屋場 歌川広重 東海道五十三次 藤枝 静岡県立美術館
・沼津藩水野氏入部行列図 愛知県西尾市岩瀬文庫
・二川宿本陣現況 二川宿本陣資料館
・舞阪宿脇本陣 浜松市西区役所町づくり推進室
・松並木（舞阪町） ・岩渕の一里塚（富士市） 歴史文化情報センター
・遠州新居関所之図 ・新居関址 ・関所手形 湖西市教育委員会
・箱根関所之図 小田原市立図書館
・箱根関所 現況 箱根関所資料館
・天正元年十一月 池田渡船の諸役を安堵する家康判物 大庭家
・東海道五十三次 （蒲原） 静岡県立美術館
・東海道五十三次 (府中) 静岡県立美術館
・東海道五十三次 (奥津） 静岡県立美術館
・大井川往来之図 ・大井川徒渡 （財）利用運送振興会 物流博物館
・ 『資料に学ぶ静岡県の歴史』

http://www.tosyokan.pref.shizuoka.jp/contents/history/ssr.html
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